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〔使用方法〕

○ ＦＧ-ＭＡ改 目潰し性 ： ★★★★ 透明感 ： ☆☆☆

○ 先芯Ａ-300 目潰し性 ： ★★★★ 透明感 ： ☆☆☆☆

○ 先芯Ａ-303 目潰し性 ： ★★★★ 透明感 ： ☆☆☆☆

○ ハイシャイン先芯目潰し性 ： ★★★★★ 透明感 ： ☆☆☆☆☆

先芯仕上剤は２０～３０分くらいで乾燥しますので、次の工程に進んでください。

使用素材の状態や作業条件など、変化する要因も多いため、事前に必ず仕上テストを行
い、仕上がり感や物性をご確認下さい。

先芯の仕上げは靴のつま先及びヒール部分の銀面を平滑にし、光沢を与える仕上げです。 靴にポイント光
沢を与え、商品のイメージアップをはかります。

先芯剤

先芯仕上げは通常ベースコート処理後、トップコート塗布前に行います。 １回または２回スプレーガンを使用
して塗布します。 一部仕上剤のタイプにより、トップコート塗布後、最終工程で塗布するタイプのものもありま

ギン付き革用先芯専用仕上剤です。 水性樹脂のほかワックス成分も配合しています。 光沢、目
潰し性は良好です。 スプレーガンを使用して塗布してください。

ギン付き革用先芯専用仕上剤です。 光沢、目潰し性は 先芯Ａ-303 と同様ですが、粘性が高く厚
塗りが可能です。スプレーガンを使用して塗布してください。

ギン付き革用先芯専用仕上剤です。 光沢、目潰し性は ＦＧ-ＭＡ改 と同様ですが、透明感に優
れています。多めに塗布しても白っぽさが出にくくなっています。 スプレーガンを使用して塗布し

先芯専用高光沢仕上剤です。 ワックスを主体に特殊樹脂を配合したことで透明感あふれる高光
沢の仕上がりが得られます。 経時変化での白化や艶ぼけもほとんどありません。 トップコート塗
布、乾燥後スプレーガンを使用して塗布してください。

※ 先芯仕上剤は先芯材や月型の入った屈曲されない部分限定の仕上剤です。 一般の仕上剤より強い目
潰し性や光沢を与えるように作られていますので、仕上膜がやや硬く、屈曲部分に使用しますと仕上膜が割
れてしまいます。 屈曲部分には使用しないでください。


